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売上高

PSジャパン 会社概要

所在地

資本金

株 主

従業員 約１５０名

旭化成(株)

出光興産(株)

５０億円

６４０億円 （２０２３年度）

本社 （東京）
研究開発部 （神奈川県川崎市）
千葉工場 （千葉県袖ケ浦市）
水島工場 （岡山県倉敷市）
＊1965年から旭ﾀﾞｳとしてﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ樹脂

の製造開始

３７．９３％

６２．０７％



水島製造所
環境安全活動

２．安全活動の推進体制

３つのシステムのＰＤＣＡ
を廻す事で、４つのゼロ
達成を目指しています。

ＰＳジャパンも旭化成水島製造所のスコープ内で活動しています

4つのゼロ
１．保安事故
２．労働災害
３．環境異常
４．法令違反



PSJ水島工場 製造現場の特徴
 1系列をオペ１名で運転（調合～重合～製品まで）
 現場での弁・機器操作やマテハン作業が多い
 危険物、回転機器、高温物の取り扱い作業がある

・原料の投入作業 ・回転機器のグランド増し締め ・造粒工程ストランド掛け

日々如何に一つ一つの作業に当たり、次に繋げるかが大切で、
この積み重ねが重要と考えています。



３．ＰＳジャパン水島工場の安全成績
従業員は、32年間保安事故、休業災害０を継続中

32年間 なぜ保安事故・休業災害０を
積み上げる事ができたか？ に主眼



PSJｰSTOP活動を柱として

・保安防災リスクアセスメント活動
・保安管理マネジメントシステムの運用
・事故事例の水平展開と深堀り
・高経年化設備対応
・最大ハザードを考慮した防災訓練
・巨大地震対応

保安防災

・OHSMSの運用
・重篤災害の防止活動
・労災事例の水平展開と深堀り
・労働安全衛生リスクアセスメント
・協力会社との労働災害防止活動
・安全文化醸成活動
・健康づくり活動

労働安全

・ISO14001システムの運用
・環境負荷の低減
（プラスチックケミカルリサイクルの実証化）

・GHG排出量削減対策の推進

環境保全

・コンプライアンス教育の受講
・安全基本行動の遵守
・各種の法改正への対応
・各種業務監査の実施

コンプライアンス

４．活動のトピックス

ＰＳジャパン⽔島⼯場の主な環境安全活動

・ｅ-診断、ＫＳＡ活動

健康経営



１）不安全行動の撲滅 ＰＳＪｰＳＴＯＰ活動

STOP:Safety Training Observation Program



ＰＳＪｰＳＴＯＰ活動の紹介

＜活動掲示版(パネル室）と事例＞

活動推進体制
製造交代の安全担当組が推進しているボトムアップの活動

⼀次上司賞

月４件／人提出を目標とし、その中から
好事例を表彰

表彰例

「ほまれ賞」： 部下が上司の行動を

診て褒める賞
ほまれ賞



ＰＳＪｰＳＴＯＰ活動の紹介

共有の工夫
月に３００件近い提案がある。

単純に電子化して勝手に診ておけ でなく、紙での提案
、回覧にこだわっており、仲間の提案を読む事で気づき力
の向上も狙っている。

ちょっとした時間に読める１０件程の単位で、回覧
し、活動の精神を添えたり、強化月間をＰＲ



ＰＳＪｰＳＴＯＰ活動の紹介

製造所集計のヒヤリハット活動状況（２５年２月）

１．活発な提案件数 所の活動を牽引状態
２．提案の内訳 予想が多く、現場（社内）の潜在的

リスク抽出と改善で、事故の未然防止に繋がっ
ていると評価

１．活発な提案件数 所の活動を牽引状態
２．提案の内訳 予想が多く、現場（社内）の潜在的

リスク抽出と改善で、事故の未然防止に繋がっ
ていると評価



２）交代 系列認定教育システム

①作業の節目で立ち止まれ（ＳＴＯＰ）ても、不安全状態や不安全行動
に気づけなければ、事故に繋がる
＝ 気づき力（最悪想定力）が大事

②気づけても、現場で実践できなければ事故に繋がる
＝ 安全文化の醸成に向けた 人財育成が大事

大切な事は、メンバーに変化があっても「現場力」を維持・継承する事



製造所の教育訓練体系図(気づき力向上ツール含）

製造所共通で、気付き力向上教育を含む運転員育成プログラムが

用意されており、個人毎に作成し管理する仕組みは存在する



PSｼﾞｬﾊﾟﾝ系列認定（定員化）教育システム

理解度確認表 各工程（フロー）、定常・非定常作業

、異常処置、安全関係・・・各項目の理解度を

診える化

⇒ 設備改造、運転条件変更、各予防措置の

横展開、トラブル事例対策等

都度 このシステムに改良が加えられていく

大切な伝承資料

気付き力を向上させ、

現場力を維持・継承する



ＯＪＴ教育と理解度チェックで、徹底的に運転管理（現場作業）
のい・ろ・は を、実践・評価・指導（フォロー）

PSｼﾞｬﾊﾟﾝ系列認定（定員化）教育システム

評価例



PSJｰSTOP活動を柱として

・保安防災リスクアセスメント活動
・保安管理マネジメントシステムの運用
・事故事例の水平展開と深堀り
・高経年化設備対応
・最大ハザードを考慮した防災訓練
・巨大地震対応

保安防災

・OHSMSの運用
・重篤災害の防止活動
・労災事例の水平展開と深堀り
・労働安全衛生リスクアセスメント
・協力会社との労働災害防止活動
・安全文化醸成活動
・健康づくり活動

労働安全

・ISO14001システムの運用
・環境負荷の低減
（プラスチックケミカルリサイクルの実証化）

・GHG排出量削減対策の推進

環境保全

・コンプライアンス教育の受講
・安全基本行動の遵守
・各種の法改正への対応
・各種業務監査の実施

コンプライアンス

ＰＳジャパン⽔島⼯場の主な環境安全活動

・ｅ-診断、ＫＳＡ活動

健康経営



製造所全体で取り組んでいる保安に関するリスクアセスメント

３）保安防災リスクアセスメント



保安防災リスクアセスメント

「保安防災技術伝承活動」のリスク抽出手段と展開



プロセス安全ＲＡ ＰＳＪで特定した高ハザード例

保安防災リスクアセスメント



保安技術伝承活動によって、ＰＳＪで抽出した高ハザード事象
が発生し、異常処置対応失敗から火災に至る想定の防災訓
練も行い、有事の際の
リスク最小化も図っている

訓練例
「危険物（引火性液体）が保管タンク内
で異常反応を起こし、その対応中に
危険物が漏洩し、火災発生」
というシナリオで、製造所と一体で
防災訓練を実施。 反省事項の
ＰＤＣＡも廻している

訓練の中で問題点を見出し、改善活動に
取り組んでいる。

３）クライシスマネジメントへ展開


